
（別紙３）

～ 2026年　5月　15日

（対象者数） 28人 （回答者数）
16人

～ 2026年　5月　31日

（対象者数） 8人 （回答者数）
8人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 ・定期的なモニタリングや、支援内容の見直しを継続する。

2 ・保護者向け情報発信や相談機会の充実を図る。

3 ・実践的な訓練や研修を継続し、安全意識の向上に努める。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・保護者会や交流イベント等を企画し、参加しやすい機会を

設ける。

2 ・地域行事への参加や関係機関との連携を強化する。

3
・家族支援に関する研修や情報提供の機会を増やし、支援体

制を充実させる。

・一人ひとりに応じた個別支援の実施
・個別支援計画に基づき、児童の特性や発達段階に応じた支援

を行っている。

・保護者との連携体制が整っている
・LINEや電話でのやりとりや、送迎時の引継ぎ、面談等を通

じて情報共有を行っている。

・安全管理と職員間の情報共有が充実している
・ミーティングやヒヤリハット共有、安全管理研修を実施して

いる。

・家族支援プログラムの実施機会が少ない ・保護者ニーズの把握や実施体制の整備が十分ではないため。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・保護者同士の交流機会が少ない ・開催機会や参加しやすい環境づくりが十分ではないため。

・地域との交流・連携機会が少ない ・地域活動や関係機関との交流機会が限られているため。

2026年　5月　15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　6月　30日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 ナカミチ児童デイサービス忠生

○保護者評価実施期間
2026年　5月　1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


